特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース13年10月10日　481号
京都木津川マラソン大会　フル募集人数3000人・ハーフ2000人、9日現在のエントリーは4822人（昨年実績は5281人）です。
フルマラソンの部はインターネット（ランネット）での申し込みはわずか4日間で募集定員をオーバーして、締め切りました。現在は郵便振り込みによるものでこれも残り枠は数名分でまもなく締め切りです。ハーフマラソンも残り枠200名弱の状況です。いずれも昨年よりかなり早い締め切りとなります。整備負担金駐車場や本部会場は18号台風による増水で河川敷はヘドロが残り過去30回の大会で最悪の状況です。全国からお越しになる方々を温かく迎えるための復旧や復元にかなり手間がかかることになります。
一斉木津川水質調査　
5日の第3回木津川水質調査では多くの方々のご協力があって順調に進みました。定点調査個所は二か所を除いて取水が届きました。持込み調査依頼には加茂町や城陽市からお越しなりました。京都新聞や毎日新聞社からの取材があり、詳しく報道をしていただきました。新聞記事を見て、9日には木津川を散歩されている方が、城陽のクレープ川と私たちが呼んでいる一番気にかかるところについて、気になるので、里山の会が水質調査を実施されているが、どのように考えておられるのでしょうかと事務所に訪ねてこられました。「飲み水に利用しているものとして本当に気になるところです。何とかしなければならないですね」とおっしゃっておられました。
城陽子どもまつり　
5日に予定されていましたが、台風の接近で降雨が予想されましたので、翌日実施に延期されました。当日6日は晴れ渡って良すぎるぐらいの天気でした。植物観察コーナーには里山の会から伊藤さんが指導者に招かれて案内をしていただきました。子どもたちには小魚とりが大人気でした。野鳥観察なども同時に行われ楽しいひと時でした。舞台や発表が一日中にぎやかに繰り広げられ多くの出演者が交流など深めておられました。地元の皆さんの苦心の模擬店もずらっと並び愉快な時間を好天のもとで盛り上がっていました。まつりでは実行委員会が里山の会への入会を呼びかけるチラシを来場者全員に配布していただきました。ありがとうございました。
城南衛管　環境祭り　
6日　長谷山の清掃工場での取組でした。城南衛管は、屎尿処理とごみ処理を宇治市城陽市八幡市久御山町井手町宇治田原町が組合立で運営されています。毎年環境祭りを実行されて随分の方々の参加がありますが、毎年三川合流部分にある敷地ですが、今年はごみ処理施設の長谷山での開催でした。かなりアクセスが難しく、参集される人々が激減していました。河川レンジャーの田中さんを中心に、子どもたちが集まって絵描きなどに挑戦しておられました。
つるかご作り　　12日9時30分　集合：里山農園（普賢寺小学校から南へ1ｋｍ）
里山農園周辺にはほとんど人が入ることが無く、つる植物がわがもの顔で生い茂っています。イノシシが出没する環境ではこんなことになっています。かなり大量のつるを採取しなければならないので、多くの方々のご参加をお願いします。
炭焼き釜雨天対策　屋根づくり　13日　10時より
8日に現地で打合せを行いました。いろいろ想定外の問題点も新たに見つかり、出席者で検討しました。その結果とりあえず一般の人が入らない炭焼き釜の屋根部分の作成をまず実施することで一致しました。付近は18号の影響で土砂崩壊の現場も近くにあり、地盤の弱さも改めて確認しました。吉村さんの下準備もかなり万全を期していただき、13日（日）午前10時現地集合で基礎部分の着工をします。皆さんのお手伝いをお願いします。自分たちで作り上げる喜びを共有しましょう。竣工予定を11月16日としています。お集まりください。お待ちしています。
9月度の支出合計は122861円です。内訳で管理費98132円、業務費6164円、活動費18565円、でした。2013年度前半6か月分の収支差額は99411円の収入不足でした。これから秋の収穫物の販売がこれから始まります。御友人にご紹介お願いします。おいしいと評判のお米の注文は、まだまだ受け付けられます。ご連絡（里山の会：0774‐64‐4183）ください。お待ちしています。
サツマイモ掘り　10月26日（土）　9時30分　　現地集合　　「いもほり」のお手伝い募集　　
里山農園ではサツマイモの収穫を26日と27日に予定しています。いずれも現地集合9時30分から作業を始めます。昨年より作付面積は大きくしましたので、大量の収穫を予定しています。里山農園のお米に引き続く実りの秋は、サツマイモです。多くの方々のご協力をお願いします。しっかり収穫しましょう。
会誌35号校正のお手伝い募集
14日～20日　午前10時～15時　（ご都合のよい時間にお越しください）場所　里山の会事務所　　
35号の「仲間の広場」のコーナーの集約が今回は少なくなっています。何とかご協力をいただけないかと呼びかけています。印刷原稿のできるところまで、目次決定まで最後の最後まで御寄稿をお待ちしています。ご協力いただける皆様からのご連絡をいただければ大変助かります。よろしくお願いします。又、出来上がってきている原稿の校正作業も進めなければなりません。ぜひともよろしくお願いします。里山の会事務所にどの時間帯でも結構ですので、お越しいただければ本当に助かります。皆さんのご協力をお待ちしています。
会誌35号　製本作業日　10月25日（金）午前10時から　京田辺市中央公民館　大ホール　　
会誌の編集が進みつつあります。製本作業を25日、金曜日10時から予定しています。皆さんにはご多忙のところでしょうがぜひお手伝いをお願いします。34号には19名のご協力をいただきました。郵送手配り等その日のうちに発送も完了できました。35号も同様に進めたいと思っています。どうか今から都合を付けて頂くなどよろしくお願いします。
東北震災のシンボル的被災建物　復興のために取り壊されて行く　第18共徳丸、防災対策庁舎　　昨年10月13～16日に気仙沼や石巻、松島市等の復興支援にボランティアに参加してきました。その折、震災のシンボル的な場所を訪ねる機会がありました。新聞の報道では地元の復興のために苦悩の決心で撤去を決意したと伝えられています。いろいろ立場によって考えは違いますが、訪ね触れてきたものとしては大変残念に思います。地元の皆さんの復興へかけられる強い決意と受けとめなければならないのではないでしょうか。
